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教科 学年
学級活動
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〇自己理解を一層深めるとともに、
多様な他者の良さを見付け、豊か
な人間関係を育て、共に将来の夢
や希望をもって生きていこうとして
いる。

１　学級活動
（1）学級や学校における生活づ
くりへの参画

ア　学級や学校における生活
上の諸問題の解決

〇生活上の課題を見いだし、互
いの意見や考えを認め合うこと
の大切さを理解し、合意形成の
手順や活動の方法を身に付け
る。

〇話し合い活動を通して、学級
としての目標の実現のために
必要な組織を考えたり、学級や
自己の課題解決に必要な役割
を自覚し実践している。

〇学級内のよりよい組織づくりのた
めに、自他のよさを生かした役割を
分担したり互いに高めあうことがで
きるようになることで、学級や学校
の生活を向上させようとしている。

〇学級や学校における生活が
よりよいものになるよう、課題を
見いだし、解決するために話し
合い、多様な意見を生かして合
意形成を図り、協働して実践し
ている。

〇学級や学校における生活をより
よくするために、自らの考えや目標
を実現できるよう他者と協力し自分
事として主体的にその解決に関わ
ろうとしている。

（1）学級や学校における生活づ
くりへの参画

イ　学級内の組織づくりや役割
の自覚

〇学級内における生活上の役
割を担う活動やグループ活動
の意義を理解し、役割を自覚し
ながら仕事を分担して、協力す
ることができるようになる。

　学級や学校における生活をよ
りよくするための課題を見いだ
し、解決するために話し合い、
合意形成を図り、実践すること
ができる。

　学究生活の充実や向上のた
め、生徒が主体的に組織を作
り、役割を自覚しながら仕事を
分担して、協力し合い実践する
ことができる。

（1）学級や学校における生活づ
くりへの参画

ウ　学校における多様な集団
の生活の向上

　生徒会など学級の枠を超えた
多様な集団における活動や学
校行事を通して学校生活の向
上を図るため、学級としての提
案や取り組みを話し合って決め
ることができる。

〇よりよい集団生活やよりよい
集団活動とは何かについて、話
し合って解決することや他者と
協働して取り組むことの大切さ
を理解し、合意形成の手順や
活動の方法を身に付ける。

〇集団生活がよりよいものにな
るよう、課題を見いだし、解決
するために話し合い、多様な意
見を生かして合意形成を図り、
協働して実践している。

〇集団生活を充実したものにする
ために、自らの考えや目標を実現
できるよう他者と協働しながら合意
形成を図り、よりよい集団づくりを目
指している。

（2）日常の生活や学習への適
応と自己の成長及び健康安全

ア　自他の個性の理解と尊重、
よりよい人間関係の形成

　自他の個性を理解して尊重
し、互いのよさや可能性を発揮
しながらよりよい集団生活をつ
くること。

〇学校生活や社会生活におい
て互いを尊重し合うことが重要
であることを理解し、自己の個
性を肯定的に捉え、自他のよさ
や可能性に気付き、それらを生
かして協力し合える人間関係を
築くことができるようになる。

〇学級・学校内にとどまらず、
より広い意味での人間関係の
在り方を考え、話し合い活動を
通して意思決定を行い、様々な
集団の中での人間関係をより
よく形成していくことができてい
る。

特別活動 全学年

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準
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（3）一人一人のキャリア形成と
自己実現

ア　社会生活、職業生活との接
続を踏まえた主体的な学習態
度の形成と学校図書館等の活
用

　現在及び将来の学習と自己
実現のつながりを考えたり、自
主的に学習する場としての学
校図書館等を活用したりしなが
ら、学ぶことと働くことの意義を
意識して学習の見通しを立て、
振り返ること。

○現在の学習が将来の社会・
職業生活の基盤になることや、
他社との関わりを通して自己の
将来に関する考えを深めること
の大切さを理解している。

○自己を見つめ、話し合い活動
を通してこれまでの活動を振り
返りながら、意思決定を行い、
主体的に新たな学習に取り組
むことができる。

○生徒が自分にふさわしい学習方
法を見いだしたり、学習に意欲を
もって主体的に取り組んだりする上
で、自主的な学習を深める場として
の学校図書館を積極的に活用しよ
うとしている。

（2）日常の生活や学習への適
応と自己の成長及び健康安全

オ　食育の観点を踏まえた学校
給食と望ましい食習慣の形成

　自分の食生活を見直し、自ら
改善して、生涯にわたって望ま
しい食習慣が形成され、食事を
通してよりよい人間関係や社交
性が育まれるようにする。

〇健康や食習慣の正しい知識
が大切であることを理解し、給
食の時間の衛生的で共同的な
楽しい食事の在り方等を工夫
することができるようになる。

○自らの生活や今後の成長、
将来の生活と食生活の関係に
ついて考え、望まし食生活を形
成するために判断し行動ができ
る。

○食事を通して健康な心身や充実
した生活を意識して、主体的に適切
な食習慣を形成しようとしている。

（2）日常の生活や学習への適
応と自己の成長及び健康安全

エ　心身ともに健康で安全な生
活態度や習慣の形成

　心身の機能や発達、心の健
康についての理解を深め、生
涯にわたって積極的に健康の
保持増進を目指し、安全に生
活することができるようにする。

〇現在及び生涯にわたって心
身の健康を保持増進するため
に、節度ある生活を送り、自己
管理を行うことの意義やそのた
めに必要となることを理解し、
日常及び災害時の安全確保に
向けた正しい情報の収集と理
解ができるようになる。

〇学校内外における自己の生
活を見直し、話し合い活動を通
して自らの生活環境や健康維
持に必要な生活習慣を等を考
えるとともに、安全に配慮した
的確な行動がとれるようになる
こと。

〇主体的に生活環境の改善や健
康の維持増進に努めるとともに、状
況に応じて自他の安全を確保する
態度を育てようとしている。

（2）日常の生活や学習への適
応と自己の成長及び健康安全

ウ思春期の不安や悩みの解
決、静的な発達への対応

　心や体に関する正しい理解を
基に、適切な行動をとり、悩み
や不安に向き合い乗り超えよう
とすること。

〇思春期の心と体の発達や性
に関する情報等を正しく理解
し、自己の悩みや不安を解消し
ながら自他の人格を尊重した
行動ができる。

〇一人の悩みを自分のことの
ように共感して考えることがで
きる雰囲気を学級の中につくる
ために話し合い活動を通して意
思決定を行い、思春期特有の
問題を乗り越えることで、人間
としての成長につなげることが
できる。

〇心や体に関する正しい理解を基
に、自己の行動に責任をもち、悩み
や不安に向き合う経験や学びを人
間としての成長につなげようとして
いる。

（2）日常の生活や学習への適
応と自己の成長及び健康安全

イ　男女相互の理解と協力

　男女相互について理解すると
ともに、共に協力し尊重し合
い、充実した生活づくりに参画
すること。

〇男女相互に独立した一個の
人格として互いを尊重し合い、
共に協力して充実した社会づく
りに参画することの大切さを理
解し、人間関係を築くに当たっ
てのルールやマナーを大切に
し、共に充実した学校生活を作
ることができる。

〇学校教育全体を通じて、人
間の尊重や平等について考
え、話し合い活動を通して意思
決定を行い、男女が共同して社
会に参画することや協力して充
実した生活を築くことができる。

〇家庭や地域社会における男女相
互の理解と協力の在り方などにつ
いて幅広く考え、共に生きる人間と
して豊かに成長しようとしている。
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生徒会活動
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1

（2）学校行事への協力 　学校行事の特質に応じて、生
徒会の組織を活用して、計画
の一部を担当したり、運営に主
体的に協力したりすること。

○学校行事の意義を理解し、
生徒会としての意見を生かすた
めの組織や全校生徒の協働を
図る仕組み作りなどについて理
解している。

○学校行事の特質に応じて、
生徒会としてどのような協力を
行うことが学校の充実につなが
るか考え、話し合い、決めたこ
とに協力して取り組んだりでき
るようにする。

○他の生徒と協力して、学校行事
に協力する活動に取り組むことを通
して学校生活の充実と向上を図ろう
とする態度を養おうとしている。

２　生徒会活動
（1）　生徒会の組織作りと生徒
会活動の計画や運営

　生徒が主体的に組織をつく
り、役割を分担し、計画を立て、
学校生活の課題を見いだし解
決するために話し合い、合意形
成を図り実践すること。

○学校生活充実と向上のため
に、生徒の総意によって目標を
設定し、役員選挙を通した組織
作りや役割分担を行って協働し
て実行することの意義を理解
し、そのために必要な計画や運
営、合意形成の仕方などを身
に付けている。

○生徒総会や各種委員会活動
において、学校生活の充実と向
上のための課題や生徒の提案
を生かした活動の計画につい
て考え、課題解決の方法や役
割の決定、その実践に取り組
むことができるようにする。

○集団の形成者として、多様な他
者と、互いの個性を生かして協力
し、積極的に学校生活の充実と向
上を図ろうとする態度を養おうとして
いる。

（3）一人一人のキャリア形成と
自己実現

イ　社会参画意識の醸成や勤
労観・職業感の形成

　社会の一員としての自覚や責
任をもち、社会生活を営む上で
必要なマナーやルール、働くこ
とや社会に貢献することについ
て考えて行動すること。

○他者と協力し合いながら、自
らの能力や適性を生かして仕
事や役割を担うことが社会造り
につながることなど、勤労や職
業について理解を深めている。

○勤労や職業と自己実現との
関係について考え、話し合い活
動を通して意思決定し、自分な
りの勤労観・職業感を醸成して
いくことができる。

○社会の形成者として、自らを生か
した責任ある行動を取り、社会生活
における課題の改善に向けて貢献
しようとする態度を養おうとしてい
る。

特別活動 全学年

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（3）一人一人のキャリア形成と
自己実現

ウ　主体的な進路の選択と将
来設計

○中学校卒業後の進路や社会
生活に関する幅広い情報を理
解し、自分を見つめ、目指すべ
き自己の将来像を描くことがで
きる。

○生き方や進路に関する各種
の情報を収集して活用するとと
もに、話し合い活動を通して、
自分自身の興味・関心などの
個性を理解した上で、意思決定
し、自分の将来の生き方や生
活について見通しをもち、進路
選択を行うことができる。

○生涯にわたって段階的な目標の
達成に向けて、主体的に学習に取
り組み、自らの社会的・職業的自立
に向けて努力しようとする態度を育
てようとしている。

　目標をもって、生き方や進路
に関する適切な情報を収集・整
理し、自己の個性や興味・関心
と照らして考えること。
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学校行事
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（３）健康安全・体育的行事 　心身の健全な発達や健康の
保持増進、事件や事故災害等
から身を守る安全な行動や規
律ある集団行動の体得、運動
に親しむ態度の育成、責任感
や連帯感の涵養、体力の向上
などに資するようにすること。

○身の健全な発達や健康の保
持増進、事件や事故、災害等
の非常時から身を守ることの意
義を理解し、必要な行動を仕方
をなどを身に付ける。また、体
育的な集団行動の意義を理解
し、規律ある集団行動の仕方を
身に付けるようにする。

○自己の生活を振り返り、健
康、安全、防災、運動や体力の
向上に関する課題と解決策に
ついて考え、他者と協力して、
適切に判断し行動することがで
きるようにする。また、運動する
ことのよさについて考え、集団
で協力してとりくむことができる
ようにする。

○生涯にわたって心身ともに健康
で安全な生活を実践したりしようと
する態度を養おうとしている。また、
運動に親しみ、体力の向上に積極
的に取り組もうとする態度を養おう
としている。

（3）ボランティア活動などの社
会参画

　地域や社会の課題を見いだ
し、具体的な対策を考え、実践
し、地域や社会に参画できるよ
うにすること。

○よりよい地域づくりのために
自分たちの意見を生かし、主体
的に社会参画するために必要
なことを理解し、仕方を身に付
けている。

○地域や社会の課題を解決す
るために、生徒会の組織を生
かして取り組むことができる具
体的な対策を考え、主体的に
実践することができる。

○地域や社会の形成者として、地
域や社会生活をよりよくしようとする
態度を養おうとしている。

単元名 時数 単元の到達目標（小単元のねらい）
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

（２）文化的行事 　平素の学習活動の成果を発
表し、自己の向上の意欲を一
層高めたり、文化や芸術に親し
んだりするよいうにすること。

○他の生徒と協力して日頃の
学習や活動の成果を発表した
り、美しいものや優れたものを
創り出し、自ら発表し合ったり、
芸実的なものや伝統文化を鑑
賞したりする活動に必要な知識
や技能を身に付けるようにす
る。

○他の生徒と協力して日頃の
学習や活動の成果を発表した
り、美しいものや優れたもの、
芸術的なものや地域や我が国
の伝統文化に触れたりして、自
他の個性を認め、互いに高め
合うことができるようにする。

○生涯にわたって、多様な文化芸
術に親しむとともに、集団や社会の
形成者として伝統文化の継承や新
たな文化の創造に寄与しようとする
態度や、自己の成長を振り返り、自
己を一層慎重させようとする態度を
養おうとしている。

３　学校行事
（1）儀式的行事

　学校生活に有意義な変化や
折り目を付け、厳粛で清新な気
分を味わい、新しい生活の展開
への動機づけとなるようにする
こと。

○儀式的行事の意義や、その
場にふさわしい参加の仕方に
ついて理解し、厳粛な場におけ
る儀式やマナー等の規律や気
品のある行動をとることができ
るようにする。

○学校生活の節目において先
を身とおしたり、これまでの生
活を振り返ったりしながら、新た
な生活への自覚を高め、気品
ある行動をとりことができるよう
にする。

○厳粛で清新な気分を味わい、行
事を節目としてこれまでの生活を振
り返り、新たな生活への希望や意
欲につなげ用とする態度を養おうと
している。
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○豊かな自然や文化・社会に
親しむことの意義を理解すると
ともに、校外における集団行動
の在り方、公衆道徳などについ
て理解し、必要な行動の仕方を
身に付けるようにする。

○豊かな自然や文化・社会に
親しむことの意義を理解すると
ともに、校外における集団行動
の在り方、公衆道徳などについ
て理解し、必要な行動の仕方を
身に付けるようにする。

○日常とは異なる環境や集団生活
において、自然や文化・社会に親し
み、新たな視点から学校生活や学
習活動の意義をを考えようとする態
度を養おうとしている。

（５）勤労生産・奉仕的行事 　勤労の尊さや生産の喜びを
体得し、職場体験活動などの
勤労観・職業観に関わる啓発
的な体験が得られるようにする
とともに、共に助け合って生き
ることの喜びを体得し、ボラン
ティア活動などの社会的奉仕
活動の精神を養う体験が得ら
れるようにすること。

○働くことの意義、社会的・職
業的な自律について理解し、ボ
ランティア活動などの仕方につ
いて必要な知識や技能を身に
付けるようにする。

○勤労生産や奉仕に関して自
分のできることを判断し、多様
な他者と協力して実践すること
ができるようにする。

○勤労観や職業観を深めたり社会
奉仕の精神を養ったりして、進んで
勤労生産や奉仕に関わる活動に積
極的に取り組み、社会に貢献しよう
とする態度を養おうとしている。

（４）旅行・集団宿泊的行事 　平素と異なる生活環境にあっ
て、見聞を広め、自然や文化な
どに親しむとともに、よりよい人
間関係を築くなどの手段生活
の在り方や公衆道徳などにつ
いての体験を積むことができる
ようにすること。


